第12回認知発達理論分科会発表レジュメ(2003.12.20)　　　　　　　発表者：早稲田大学　李　和貞

	第１２章　記号の起源（Symbolic Origins）
「ヒトはいかにして人となったか：言語と脳の共進化」

テレンス・W・ディーコン　新曜社　（p441～482）


１．通信を促すもの（p441～449）
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· 本章の問題意識：

（前の章まで）言語の進化における脳と体の変化について、これがいつ始まり、いかに発達してきたかについては推論してきたが、本章の関心事は以下のようなものである。

・記号通信の進化に火をつけたスパークはなにか？　

・ホミニドの生活のどのような要因によってであろうか？　

・どのような状況がそのような新しい通信をプッシュしたのか？　

・インデクシカルからシンボリックへ、動物から人の心への決定的な移行の原因はなにか？

記号の起源の説明は極めて難しい

· 「良い通信がもたらす利点」を考える

記号通信は、「多元決定的」で、何にでも関係ある。（狩猟の仲間つくり、食物の配分、食物の在処の伝達、戦争と防衛の計画、道具製作法の伝承、個体間の社会的絆の確立、強い性的ライバルや配偶者との対応、子どもたちの養育と訓練など）

☆しかし、言語のもたらすいかなる重要な生殖上の利点にせよ、それだけでそれが言語起源の第一の要因となりえるだろうか？

· 「記号学習の困難とコスト」　

記号学習には、認知能力、時間、低い効率と関連して多大な困難とコストが存在。もっとも簡単な記号関係の学習でも、それに向かない学習バイアスにおいては、重い負担である。連合学習のための認知条件は記号学習のための条件と葛藤することが多い。記号学習にとっては、相互関係連合の全システムが整理されないうちはあまり役に立ちそうもない連合学習を相当にする必要がある。言い換えれば、記号学習過程の長い期間中、すぐに役立つものは

何にもおこらない。

⇒　ヒト以外の種が記号能力の進化から遠ざけた理由

　しかし、記号通信にコストを上回る重要な利点があり、かつそれで他の学習の低下を補って余りがあるとき、初めて記号学習が選択される。
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· 記号能力の効率との関係

もし、最初の記号的な適応がそれ以前の通信形式より効率的でもなく融通性もなければ、現代の言語がいくら驚異的な威力があるからといって、言語の起源を単に効率に帰することはできない。神経学的にも記号論的にも、記号能力は必ずしも効率的な交信を意味しない。そこにあるのは、通信方略の極端なシフトである。

記号通信の進化の可能性をめぐって

· 記号通信の重要な利点

未熟で非効率でありながら、記号通信はその他のいかなる高度な効率的な交信によっても得られない適応の手段（交信機能）をもたらした。

☆記号化のどのような利点が、ホミニドの一群にしてそれを選び、そのようなコストを負わしめるに至ったのであろうか？それはどのようにしてであろうか？　

　　

· 最初の記号通信が進化した文脈

一般に通信に重要な進化的変化が起こるのはどのような状況かを知る必要がある　。

◎儀式化に注目：

儀式は、一般に強い性淘汰の文脈で起こる。行動生物学の古典的用語では、通信行動が次第に変容し特殊化する過程として、ヒトの通信の儀式的祭祀的な演出とのアナロジーを「儀式化」と呼ばれる。

◎儀式化の例

・オスの尾羽のディスプレイ：メスをひきつけるためのオスの通信

　　・カイツブリのオスとメスが湖面を、ペアを組んで走るときの奇妙な走りっぷり

　　　　　　　　　：相手選びと両性の番いのための相手を試す性的通信

　　　　　　　

このような儀式化された凝った行動の重要な機能は＜通信＞である。

☆将来の相手を試し相手を選ぶという特殊な要求から、どのようにこれが進化したのであろうか？

◆　生殖における進化の可能性

進化は遺伝子の伝達が基本線であり、その唯一の方法が生殖である。しかし、動物の複雑な生殖は受精卵をつくるだけでなく、子の養育が生殖の重要部分となる。そのためには生理学的に生殖能力が備わるまでの成長成熟、そしてそれがうまく行くための相当な社会的経験が必要。特に、子の養育に両性の献身が必要とされるとき、どちらの性も、番いの相手に対する親とし
ての能力についての情報交換が必要になる。

· 哺乳類の生殖社会行動：一夫多妻のパタンの場合

オス：生殖力のあるメスの数が彼の生殖能力を決定する。

　　⇒　自分に有利な情報を送る必要がある

メス：オスより選択的である。

⇒　オスを選び、オスのうその情報を見抜くための情報を求める。
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しばしばこのような情報のやり取りは通信そのものを目的とすることなく、他の活動に付随する。例えば戦闘行動の場合である。成熟したメスをめぐってオスの間に奪い合い（トーナメント行動）がある場合、メスはオスどうしの対決から、オスの体力と心的能力がわかり、その結果でオスを選ぶ。オスの評価が闘いできまるからには、そのプロセスはたいした情報ではない（勝った者が相対的強いことを意味）。オスとメスの直接の交信はほとんどない。

２．ヒトの社会は例外（p450～460）
いかなる種も遭遇したことのなかったメカニズムをヒトの社会はもっているのか？

ヒトの社会は、他の種と比較して、普通でないものは何なのか？

· ホミニドの生殖的選択の社会的文脈

· ヒトの生殖と性選択を「アウトサイド」の目からみると、他の種に比べればヒトの性的生殖の方こそ、極めて異常な社会関係のパターンをとっている。（またこれはヒトのもう一つの異常現状としての言語についての重要な意味をもつ）

　　　　　　

· ホミニド学者の話題

ヒトの生殖パターンに一貫した３つの事実（交尾と結婚の区別をめぐって）

1 その程度と仕方は異なるが、通常、オスもメスも子育てに努力する。

2 成体のオスとメスの大部分は、長期の排他的な性的接触の権利と禁止によって、一定の相手に束縛されている。

3 メスオス多数の協同社会集団の中で生活する際、この排他的性関係は維持される。

　　　　　　　⇒　他の種と比べ特殊なヒトの結婚の意味

· 人間社会の記号通信の発達に役割を果たした要因
· 肉食

· 肉食は、霊長類になくヒト的な行動の発現の多くのインディクスと緊密に関係

· ヒトの起源にとくに関係あるものと見られた捕獲生態学の一つの特徴として見られる。

　　　　　　　　　　　　＜石器との関連＞

　２５０万年前の最初の石器の出現は肉を得るための捕獲行動への大きな変化と関係

　　　　　　　　　　　　＜ヒトの脳との関連＞

記号通信に関係ある脳の変化の選択圧の始まり。

この適応複合に関する何かがホモシンボリクスの登場に中心的な意味がある。　　

それは何か？⇒高度の知能の必要は、狩猟の知的問題、交信の必要、道具つくりのためとは実は関係ない。新たな食糧源へのこの変化にとって重要なことは、社会集団の全体構造の上にこれまでにない必要な要件が生じたことと関連。
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· 共同的集団生活（ヒトの生殖パターンのもう一つの特徴）

ヒトの場合、食料資源が子どもを抱えた母親に得られにくいときは、「父親と母親だけでなく、他の親族や友人、頼りになる長上や若者たちの協同が必要になる。（ヒトの進化における食肉の獲得と子の養育という特殊な要件は、共同的集団生活の基礎的動因となった。）

· 「一夫一婦」のヒトの捕獲社会

オスの集団は肉を捕獲し、メスは子を育てる。

⇒　これは２つの重要な生殖問題を葛藤させる結果となる

1 性的貞節を守るためのペアの隔離の重要性

2 大事な資源を確保するための集団の大きさの重要性

· 他の種には極めて稀なヒトの社会
◎　ヒトの生殖パターン

捕獲社会から農業社会へ、そして工業社会一夫多妻の程度には変化もあるが、同じ性的独占と居住パターンが持続する。すべてに共通なことは、協同的かつ両性混合の社会集団、オスの顕著な子女養育と食糧供給活動、もっぱら一夫一婦関係の形式の比較的安定した生殖独点パターン　⇒　そのような生殖ペアは、いかなる他の種には見られない。
＜疑問＞　この社会においてなにがそんなに特殊なのか？

　　　⇒　性―社会のパターンは進化の過程で自ら崩壊しやすいという理由で稀である。

　　すなわち、食糧供給と社会協同の組み合わせは、容易に崩れやすい不安定な社会構造である。

◆　ヒトの生殖パターンにおける問題とジレンマ

◎　父親の義務：子女養育と食糧供給に大きな時間と努力が必要

　　◎　メスのジレンマ：オスのだれかが確実に肉を運び、また浮気をしないよう何らかの手を講じなければならない。（オスの狩猟の時間が長いほど問題は増幅する）



　

※　狩猟と供給は相伴うが、それはもともと不安定な特に集団社会では不可欠な進化的緊張を引き起こす。

３．記号による解決（p461～468）

◆　相互関係に依存するヒトの社会集団
◎　相互愛他（アルトゥルイズム）とは？

　　　他者がいずれ後にお返しをするのであろうことを期待して、固体が他者のために、自らの生殖の機会を犠牲にすること。
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　　◎　相互愛他の条件（いずれも目的は相互信頼の保証である）

1 互いに相手が誰だかわかって、その過去の行動を知っていること。

2 お返しをしない「詐欺師」を見分けること

3 詐欺師を仲間はずれや村八分にできること

4 詐欺による利益より「捕まる」ことによる不利益が大きいこと

5 「罰する」ことにコストがかからないこと

　　◎　相互愛他主義の発達しやすい社会組織の特徴

1 親密度　②血縁性

＜疑問＞　初期ホミニド集団はこれらの要件をどのように満たされたのであろうか？
· ホミニド集団の必要とされる要件
· 食物の配分：キブ・アンド・テイク（簡単明瞭）

· 性的関係：誰が性的な相手になり得るのか、なり得ないのか、区分が難しい

　

☆相互愛他的アクセスにおける問題点：

性的アクセスの是非・資源の配分・給餌の敵不適のはっきりした標識がないと、誰が詐欺師で誰がそうでないのかわからない。

⇒　第１の要件
　　　みんながわかるように独占的な性関係をマークする方法が必要。

　　　　　

・性的アクセルは将来行動の処方箋である。過去のインデクスや記憶は処方箋にならない。現在の社会的地位あるいは生殖状態の如何なるインデクスもその標識にならない。性生活の拒否あるいは回避ですら現在の状態を表すだけで、必ずしも予測性はない。

　性的／交尾ディスプレイは「かもしれない」、「べきである」を示す能力はない。

→　そのような情報を示すためには「記号」しか表せない。　

　　　　　　→　　公的な約束の必要

⇒　第２の要件
　　　詐欺に反対もするが詐欺をするかもしれない仲間たちの同意を証明し保証することが必要

　　　　　

　　　　　あるオスが性アクセスを独占し、したがって確かな父性を有するためには、彼らの将来の性行動になんらかの保証がなくてはならない。同様にメスが複数のオスからの給餌を断念できるためには、少なくとも（他のメスに義務がない）オスに確実に頼れることが必要である。

☆　ホミニドの場合：オスが狩猟のために時々離れなければならない。

　　　　　→　オスとメスは互いの約束の上に互いに信頼する必要がある。そしてもっと重要なことには、その社会協定の味方の支持と、もし許されない性的機会に悪乗りしたら大損するという脅威が必要。
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　　　◎　もし性的独占の崩壊もしくはその恐れがあるとき・・・

■他の種（一夫多妻の哺乳類）と共通するもの：性的嫉妬、復仇が始まる

■他の種と違うもの

・他の種：浮気、不義、配偶者遺棄のもとは「生殖競争」である。

・ヒトの姦通の場合：脅しよりもっと抽象的なもの、すなわり「裏切り」を意味し、裏切りは事前の明らかな、暗黙の同意なしには有り得ない。どの社会にも性的不信には個人的な復仇のみならず、共同体による裁決がある。その社会にはっきりした掟や罰がなくても、性的不信の犠牲とみなされたものは、普通ならば禁止された暴力行動が許される。

　　　　⇒　ヒト意外の如何なる種も、このような共同体からの直接的な干渉はない

· 重要問題：　

行動の望ましい将来的慣習のような無形のものについて、集団行動をどのように組織化するか？（行動パターンの違反を放止するために誰もが仲間の支持に頼らなければならない）

　　　　　　　　　　⇒　婚姻契約

· ヒトの婚姻の意味

交尾・番いとは違う。人の婚姻は記号的な関係。他の動物系には全くない。

· ヒトの婚姻：（フランスのホミニド学者の説明（クロード・レビーストロウス他））

その生殖ペアを所属集団に結びつける協約と義務として、そして出自の縁威群同士の協定と義務としての縁組である。人の結婚は垂直系譜の記号的関係と縁戚同士の水平な記号的関係を確立する。

　　　　　　⇒　結婚は、生殖関係の記号的規制であり、ヒトの社会において普遍的なものである。


	＜筆者の主張＞　ヒトの生殖関係の記号的な規制に関連した形式は、

初期ホミニドの狩猟給餌システムを維持していくために必要であった。


◆　結論

集団における狩猟、オスによる配偶者・子への給餌という進化的にきわめて不安的な組み合わせから、これらの相互愛他的関係をマークする必要が起こり、それは記号なしには対応できなかった。記号文化は、記号のみが解決できる生殖問題への反応であった。すなわち社会契約を表現しなればならなかった。

４．儀式の始まり（p471～482）
　

最初の記号学習社会において、記号学習を可能にしたのは何か？　→　儀　式

（儀式化（reitualization）：動物同士の通信に役立っているようなある行動パターンが、進化の過程で機能的に強められ、明確さや精密さを増すように特殊化していくこと（世界大百科事典））
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◆　儀式は、社会構造に微妙に組み込まれていて、その役割にめったに気がつかないが、現代のヒトの社会でも、記号教育の中心的な要素である。

· 記号の発見がもたらす転換

・具体から抽象的な関係への転換

　　・サインと対象の個別のインデクシカルなリンクからサイン間の組織的な関係へ転換

· ヒトの社会における儀式

一連の動作を自動的に、ほとんど無意識に何度も何度も反復する。多くの儀式活動は、参加者が平凡なものに「高度な意味」を発見する場であると認識されることが多く、同時に集団の連

帯を強くする。そうした多くの儀式活動は、日常の祈りから成年式・結婚にいたるまで、明らかに理想的な記号発見過程の形をとる。あらゆる現代人間社会において、ほとんどの儀式活動は複雑な記号的アイディアや制度のためにある。（⇒抽象的な社会関係を定義し、思考と行動の一定の慣習を教え込むために意識的に利用される）

例＞社会的記号関係の一つ：「平和」(将来の行動と義務に関する協約は本質的記号的である)

· 記号は、いまだに広く儀式まがいの文化的慣習と手続きに結びついている。記号通信は、広く物的社会的文脈の影響を受ける。

· 結論

◎　本書の記号の起源についての理論は、社会行動の起源論を指すのではなく、記号形式への社会行動の移行の理論である。（生殖の競争と協力というユニークな条件が、いかにしてヒトの知能のユニークな形式の条件となったかについての理論である。）

◎　長い共進化過程の手前から見ると、記号は、社会組織化の道具として不可欠な通信ではあったが、それは遠い昔、収束的な多くの選択圧の中の一つとして、通信の効率化に一役買っただけであった。しかるに、前例のない通信と認知の仕掛けによって維持された社会生態的ニッチにおける持続的淘汰の250万年は、その結果として、脳の物的な変化においても、それと共進化した心的文化的世界においても、変化を生んだ。（p8の図12.1参考）

　

◎　結論的に言語起源は、知的能力と非常に複雑な通信能力において信じかたい加速をもたらした。

　

◆　結び

ヒトの神経生物学・心理学は、それらが一つのアイディアとして、最もよく記述される何かによって形成されたことを認識する必要がある。それは実に記号レファレンスのアイディアである。記号的な思考は完全にパーソナルでプライベートであるが、記号レファレンス自体の本質は社会的である。我々は、社会の他のメンバーとの交流を通して、表象のこの強力な様相に個人としてアクセスできるが、記号の起源自体はもともと社会にある。我々のユニークな心性は非常に具体的な意味で尋常ならざる生殖問題への挑戦の所産である。それはいかにもヒト的な、古代から今に持続する社会的進化的苦境の具体的な内在化として、記号レファレンスのみが取り組むことができた。

問題とジレンマ　　　交尾だけの生殖好きのオスの社会　⇒　無差別な子女養育


　　　　　　　　　　　　　　　　　　


メスの不貞が増える　⇒　オスがメスを放棄するケースが増える　⇒メスのジレンマ
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